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１．主旨 

 
トーテックアメニティ株式会社「見守りライフ」を、医ྏ๑ਕ९ਜ਼会介護ਕฯ健施અଢ
ཇにし、ౙཚリスクが高いॶ者の危険༩எを行い、見守り介護を向させること
で、ౙཚのリスクの軽減と、৮員のਈదストレスの軽減について、機器の効果検ৄを
行ったためๅ告をする。 

 
２．課ୌ 
   見守りౕがଏしており、ॶ者がベッドからཚするリスクがあること、ॶ者のౙ
ཚリスクによって৮員のਈదストレスがあること。 

 
３．実施๏๑ 

事業ॶଈが課ୌにଲして、下記（１）～（６）のয়況をઅఈして、見守りライフの使༽য়
況について記し、検ৄを行う。 

（１）ଲে者 
・施અ৮員 28໌  
・ౙཚの危険にଲする意識がఁく、センサーマットを༽いた見守り介護がචགྷな
ॶ者 10໌。 ฑ均གྷ介護ౕ 3.3 ฑ均೧ྺ 85.4歳 எ。 

 
（２）機種 

トーテックアメニティ株式会社 見守りライフ（施અ） 合計 10ୈ 
 
（３）使༽時間ଵ 

主に勤ଵ、午ਯ時 
 
（４）使༽ 

居室 
 
（５）計期間 

ྫ 2೧ 10月 20ೖ～ྫ 3೧ 1月 23ೖ 
 
（６）価಼༲ 

・施અ৮員 28໌にଲして、機器ཤ༽に関する実ସ査を実施 
見守りライフアンケート（自༟記फ़式） 
見守りライフ後アンケート（1ヶ月後、3ヶ月後）（4ஊ階価） 

・ワークショップ（１回）によるヒアリング。 
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݃果 
 गりライフアンケート݃果ݡ（１）
  
 ৮員 28໌にଲして、ݡगりライフをするのݡगりয়ڱ、デモؽを࢘༽したࡏのয়ڱの
ร化について、ࣙ༟ىफ़によるアンケートをࣰࢬ。 
 
 ڱगりライフをする以のয়ݡ（１
・センサーマットのൕ応があったࡏは、とにかくすぐに࣪していた。࣪したࡏにはすでに
জに࠴りࠒんでいるࣆもଡかった。 
・ベッドの༹ࢢが握しきれず、۫ରదなݡगり๏にスタッフؔでばらつきがあった。 
・࠴位になってからでないとセンサーがൕ応しないため、غにߨಊをݗஎできずౙཚ
 。がਫ਼じていたބࣆ

 
 のร化ڱのয়ࡏした༼࢘をؽगりライフのデモݡ（２
・ରಊでಊきड़しをݗஎすることができるため、ౙに࣪することができた。 
・モニター越しにয়ڱ、ਫ਼ରൕ応を握できるようになり、安൳֮ができるようになった。 
・センサーマット࣎༼࢘にあった、ౕのマットの位えやスイッチのれれがໃくなっ
た。 
 。இができるようになったڱదなয়؏ٮ、しやݡのڱるためؔのয়がى・
・࣪するにࣆにモニターでਯເয়ڱ、জয়ڱを握することができるため、ଲ応がし
やすくなった。 

 
 果݃（ޛ3ヶ݆、ޛ1ヶ݆）アンケートޛगりライフݡ（２）
 
した৮員༼࢘गりライフをݡ   28໌にଲして、حؽのࡠにؖすること、حؽのް果にؖす
ること、حؽの༽にؖすることについて、以下 、を、いいえ（からない）、あまりߴ13
まあまあ、はい（かる）の 4ஊで価をࣰࢬした。 

 
   ᶅ１ ࡠ๏๑のཀྵմ  ２ ຌରのࡠ  ３ PCժのࡠ 
   ᶆ１ ࡠޣಊや্ބあり ２ ౙཚの༩ ３ ࡱݧثஎの࣎ 
    ４ ৼਐෝ୴ܲ５   ݰ ਫ਼パターンの握 ６ ۂແրવできる 
    ７ ࣪タイミングをਦる ８ ॊཔのセンサーよりส 
   ᶇ１ PCデータのܩ ２  ༼କ࢘༽したいか 
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  果݃（ޛ3ヶ݆、ޛ1ヶ݆）アンケートޛगりライフݡ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

）ᶆの１および８は、ٱߴ。 

 
１）価の߶いߴ 
（まあまあ以） 
ᶆ２ ౙཚの༩ 

 ᶆ３ ࡱݧثஎの࣎ 
  ᶆ５ ਫ਼パターンの握 
  ᶆ６ ۂແրવできる 
  ᶆ７ ࣪タイミングをਦる 
  ᶇ２ ܩକཤ༽したい 
（あまり以：ٱߴ） 
ᶆ１ ࡠޣಊや্ބあり 
ᶆ８ ॊཔセンサーよりส 

 
２）4ஊの価で、࠹ළが一ஊ以ร化したߴ 

 ᶆ３ ࡱݧثஎの࣎  
  ᶆ４ ৼਐෝ୴ܲݰ  
ᶆ７ ࣪タイミングをਦる  
ᶆ８ ॊཔセンサーよりส（ٱߴ）  

価の߶いߴ ࠹ළが一ஊ以ร化したߴ １ヶ݆３ ޛヶ݆ޛ 

ᶅ１ ࡠ๏๑のཀྵմ 

ᶅ２ ຌରのࡠ 

ᶅ３ PCժのࡠ 

ᶆ１ ࡠޣಊや্ބあり★ 

ᶆ２ ౙཚの༩ 

ᶆ３ ࡱݧثஎの࣎ 

ᶆ４ ৼਐෝ୴ܲݰ 

ᶆ５ ਫ਼パターンの握 

ᶆ６ ۂແրવできる 

ᶆ７ ࣪タイミングをਦる 

ᶆ８ ॊཔセンサーよりส★ 

ᶇ１ PCデータの༽ 

ᶇ２ ܩକ࢘༽したいか 

１          ２         ３          ４ 
いいえ（からない）  あまり         まあまあ       はい（かる） 
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  ߴළが一ஊ以ร化した࠹ 

 
ᶆ３ ࡱݧثஎの࣎ 

 「？はक़されますかؔ࣎எまでのࡱݧث」

 
 
 

ᶆ４ ৼਐෝ୴ܲݰ 
「ղ࣎ޤのৼਐのෝ୴״はܲݰしますか？」 

 
 
 

ᶆ７ ࣪タイミングをਦる 
「࣪タイミングをਦることができますか？」 

 
 
 
 

（ਕ） （ਕ） 

（ਕ） （ਕ） 

（ਕ） （ਕ） 
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ᶆ８ ॊཔセンサーよりส（ٱߴ） 
「ॊཔセンサーよりสですか？」 

 
 
（３）ワークショップヒアリング 
「ౙཚ༩に༙ް」 
 জセンサーマットではݗஎすることができなかった、ベッドのಊきड़しをغにݗஎする
ことで、ベッドからのཚ、জによるౙ༩にؖしてとてもް果దであった。ಝにਕ員ഓ
のঙないؔ、のݡगりౕがした。 
 
「ਫ਼パターンの握、アセスメントの༽」 
ಋ一ড়݇でܩକ࢘༽するとਫ਼パターンが握しやすくなる。ベッドիজয়ସでରಊがঙない
わせたケアプラン々のॶंにݺをプランに௧加するなどஎ・ཀྵմし、たにର位รݗをࣆ
のݡしをした。バイタルサインが֮できるため、իজؔ࣎がௗく࣪ڋでのয়ସを握するච
གྷがあるਕには༙ްであった。 

 
「ショートステイでの༽」 
 ショートステイは一࣎దにؔغॶをするサービスであり、ೖࠔのਫ਼ࣰସをॉに握で
きないままཤ༽ंをणけれることで、৮員の安״がある。ݡगりライフをཤ༽することで、
ਫ਼ࣰସを握することができるようになり、৮員の安ৼ״が߶まった。 
  
 「いやすくするための࢘をحؽ」
 ৮員ࣙਐがかりやすいݶཁで、たに؈易ઈॽをࡠした。 
 
 とまとめࡱߡ．５
ౙཚリスクが߶いॶं 10໌にଲして、ղޤロボットݡगり・コミュニケーション（ࢬ
અ）「ݡगりライフ」を 10ୈし、ݧث༩எ、ݡगりౕ、ౙཚリスクによる৮員のਈద
ストレスについて、ް果をৄݗした。 
ଲেとなるཤ༽ंはฑۋགྷղౕޤ 3.3のஎで、ౙཚのݧثにଲする意ࣟがఁく、セン
サーマットを༽い、࣪ڋやベッドでのݡगりղޤがචགྷなয়ڱであった。センサーマット
は、マットにるか、もしくはマットかられることによって圧ร化をݗஎし、ๅ音でߨ
ಊয়ڱを௪எするૌみである。そのため、センサーマットのๅޛにۨけつけたとしても、ع

0
5

10
15
20

はい まあまあ あまり いいえ

3ϴ݆ޛ（ਕ） （ਕ） 
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にཱིち上がりಊき出しており、転倒リスクの高い状況にある場合が多い。またๅ音だけでは危
険時の状態を十に握できず、ಋ時ๅした時は、対応の༑先順位をつける断がೋしい。ಝ
に間等人員ഓ置が少ない勤ແ状況においては、とにかく急いで室するといった対応となり、
状況が握できないことによる精神的ෝ担は大きく、転倒につながる危険行為をາ然にぐこと
もできなかった。
その点、見守りライフはベッド脚෨に取りけたセンサーでベッド上のཤ༽者のಊきを測り、
臥床状態からのಊき出し、起き上がり、端座位、床を常にモニタリングすることで、早期から
次に起こるಊ作を༩知、検知し、通知することができる。このため、センサーマットとർ較し
て、ಊき出しを早期に検知し、状態を握することが可であり、機器後の転倒転ཚのリス
クを軽減することができた。また睡ເ、長時間睡ເ、長時間床、ベッド端からの転ཚリスクあ
りの状態を 24時間測定しグラフ化することで、生活実態をཀྵ解したり、ベッド上において体重
測定、呼吸数、ຼധ数を確したり、ケアの見直しにචགྷな個พ情ๅの収集が行いやすくなり、
他職種とも共༙しやすくなった。ಝに、「危険察知までの時間が短縮される」、「介護時の心身の
ෝ担が軽減される」、「室のタイミングを図ることができる」、「従པのマットセンサーよりもส
ཤ」の項は、継続ཤ༽することで効果をより大きく感じられるようになった。
見守りライフをした人ฯ健施設太ཇより、他事業所に対して次のようにアドバイスを述
べている。
「転倒転ཚの止のみならず、行ಊパターンの握もできます。これにより巡回回数の減少、
体位交換やオムツ交換のタイミングを図ることもできます。まずはಝ定の職員が操作๏๑等を熟
知して、少人数単位で教示していくとスムーズかと思います。定期的に機器メーカーと࿊ཙを取
り合い、情ๅ交換することも大切です。機器に対する苦手意識を徐々にໃくし、ཀྵ解して的達
成のためのツールとして活༽するචགྷがあります。」
見守りライフをすることによって、見守り度が向上し、課題であった所者のベッドから
の転ཚの減少と、転倒転ཚリスクによる職員の精神的ストレスが軽減されたといえる。ญせて、
行ಊパターンの握によって題点を整ཀྵし、個々の所者に合わせたケアの見直しにൕ映させ
るなど、事故のາ然の止やケアの質の向上に繋げることができた。また、見守り度が向上した
ことによって、他の業ແやより専性をචགྷとする業ແに集中できるようになった、従པのセン
サーではとらえられなかったオムツ外しの行為を体ಊのൕ応から༩測しトイレ༢が可となっ
たなど、応༽的に活༽したコメントもಚた。今後はデータを蓄積しどのように活༽していくか、
༙効に活༽する๏๑について情ๅ共༙の工を検౾課題と挙げている。

資ྋ
ᶅ 介護ロボット効果検証 事業スケジュール（進ṁ管ཀྵන） 
②価༽紙（前アンケート、後アンケート）
③ ワークショップ資ྋ

その他
ྫ 2೧度 介護ロボット効果検証協ྙ事業所ู集གྷ項



資 料 

① 介護ロボット導入効果検証 計画書スケジュール（進ṁ管理表）

② 評価用紙 １）見守りライフ導入前アンケート

２）見守りライフ導入後アンケート

③ ワークショップ資料





介護ロボット効果検ৄ事業スケジュール（ṁ管ཀྵන）
介護ロボット఼॑：見守り支援（施અ）

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

介護ฯ険課 ★

事業୴者顔合わせ・ླྀれの共༙ 事業ॶ・プラザ 6月24ೖ

ṁয়況の確・・サポート プラザ

ๅ収集（介護ロボット関࿊施અ見学・意見交換など） 事業ॶ・プラザ・メーカー

事業ॶ಼プロジェクトチームのଏ 事業ॶ

課ୌの確・検౾（査・ੵ・༑ౕઅఈ） 事業ॶ・プラザ

ଲ応策の確・検౾（機器のમఈなど） 事業ॶ・プラザ

ద・ඬのઅఈ 事業ॶ・プラザ・メーカー

ึঁ金ਅ੧ ึঁ金ਅ੧ॽྪ作・ड़ 事業ॶ

デモ 事業ॶ・メーカー

講習 事業ॶ・メーカー

wifi環境のઅ・ඍ 事業ॶ・メーカー

ཤ༽者及び家ଔのಋ意ॽ取ಚ 事業ॶ

プレ 事業ॶ・メーカー

機器・使༽（1） 事業ॶ・メーカー

機器・使༽（਼の活༽） 事業ॶ・メーカー

機器使༽に関するサポート プラザ・メーカー

効果ఈ๏๑の検౾・決ఈ 事業ॶ・プラザ・メーカー

アンケート実施（後・最終） 事業ॶ

後記 事業ॶ

使༽য়況ๅ告（アンケート・後記ड़など） 事業ॶ

アンケート集計 事業ॶ・プラザ

会議資ྋ作 事業ॶ・プラザ

会議へのड़ੰ 事業ॶ・プラザ・メーカー
6月11ೖ
ॵ回合

10月9ೖ
施અ

1月27ೖ
1回WS

事業ॶๅ告ॽ作 事業ॶ
プラザへ
ड़

最終ๅ告ॽ作 プラザ ໌古屋市
へड़

ๅ告（効果の横ఴ開） 事業ॶ・プラザ

モデル施અとしての見学ଲ応 事業ॶ

11月 ྫ３೧ౕ

協ྙ事業ॶとしての採

事業ରづくり

及啓

12月 1月 2月 3月

介護ロボットの

結果のまとめ・資ྋ作

効果検ৄ

課ୌཀྵ

項 No 業ແ 担 6月 7月 8月 9月 10月

資料 ①
事業スケジュール





介護人保健施設太ཇ 

アンケートᛦ査 別紙料と記入例

新センサー導入の目的はᲹ 

᠃倒᠃落᧸止が必要と思われる方に、なにもせず、観察だけで大丈夫なのか、従来型のセン

サーで充分なのか、新センサーがあった方が᧸ぎやすいのかをᛦ査する事が目的です。

新センサー導入前とはᲹ 

普段使用しているセンサーマット、クリップセンサー等があります。これらの使用の有無は

問いません。新センサーが設置された段᨞、何も説明を受けていないということが前提です。 

デモ機を導入した時をイメージして下さい。新しいセンサーを導入した。と、聞いたᲢ見たᲣ

時点が導入前です。使用説明を読んだᲢ聞いたᲣ後、実ᨥにご自៲が使用したᲢ対応したᲣ

時点から導入後となります。 

新センサー導入後Ტ今後Უについて 

よりよい介ᜱ看ᜱケアができるためのツールとして何が必要なのかを考えて行きます。継続

的に活用性や改善点等をᛦ査していきます。 

資料 ②　 
評価用紙 1)



ஂ૧ロボット「ৄஹりライフ」　デモোアথケート

９月９日よりஂ૧ロボットのデモを実していますが、デモ実前と実後の૾யについて
下੶アンケートにお௦え下さい。（デモ対ਹ৷者について）

⋇デモ実前の見ஹりの૾யは、どうのような૾யでしたか？　（体的にお௦えください）

⋈デモを実した時に、૾யはどう৲しましたか？　（体的にお௦えください）

⋉「見ஹりライフ」をಲਢしてઞう場合、どのようなઈ৷（目的ಉ）が୳定されますか？

資料 ②
評価用紙 １）



介護ਕฯ健施અଢཇ 

アンケートᛦ௹のおᫍい

ଐ々のಅ務お၅れಮです。ྵ在、名古屋市とᡲ携して「介ᜱロボットᲢදᲫᲣ」の導入を

始しています。このアンケートは、みなさんのᚨにおける᠃倒᠃ᓳ᧸ഥሊについて、心៲

の担や事対ሊをዒዓႎにᛦべるものです。 

ഏのページからいくつかのឋ問がᚨ定されています。あまりขくᎋえず、またឋ問をばし

たりすることなくおሉえください。 

アンケートはᚡ名式とさせていただきます。みなさんの回ሉはᚨと名古屋市がとりまとめ、

ወᚘႎに処ྸします。「介ᜱロボット」導入前後の変化やインタビュー形式でのឋ問に対応

させていただきます。 

周りとႻᛩすることなく、ごᐯ៲のྙႺな意ᙸをおሉえください。ここで得られた情報によ

ってあなたのಅ務ᚸ価に影᪪することはありませんのでご安心ください。 

ᚡ入参ᎋ例も別ኡにて提ᅆしてあります。そちらを参ༀしながらおሉえください。それでは

多忙なಅ務の中ではありますが、᠃倒᠃ᓳ᧸ഥとᎰ員の担᠉ถのためのアンケートにご協

力おᫍいᐲします。 

දᲫᲣ介ᜱロボットとは、当ᚨでは「ૼセンサー」とᘙྵしているものです。「地域医ၲ介ᜱዮ合ᄩ保

」によって実される介ᜱロボットの導入ᝲဇをᙀ助する支援事ಅです。 

事᧸ഥ៲体拘ள廃ഥ委員会委員ᧈᲴᕵ中ᑣ二 

はじめに以下のឋ問におሉえください。 

พ   ・ ঃ ೧ྺ 20େ ・ 30େ ・ 40େ ・ 50େ以

経験೧਼ ೧（介護看護業ແに携わってからの೧਼。ଔの介護は含みません。）

勤ແ形ସ ೖ勤のみ ・ 勤あり          氏໌

　資料 ②　 
評価用紙 ２）



介護ਕฯ健施અଢཇ 

新センサー アンケート 導入日 Ჴ   年   月   日 

新セ ᚡ入日 Ჴ   年 月 日 Ტ 導入後 ኺᢅ Უ 

特定の入所ᎍ様ではなく、新センサーを使用している方々の全体像をイメージし、アンケー

トにお答えください。また、デモ機を使用していた期᧓がある場合は、導入前をイメージし

て下さい。 

①新センサーについて

ᲫᲣ特徴・操作方法は分かりますかᲹ

ᲬᲣ本体の操作や使いやすさを感じますかᲹ

ᲭᲣPC画᩿上の使いやすさ感じますかᲹ

②新センサー導入の効果について

ᲫᲣᛚ作動・故ᨦはありますかᲹ

ᲬᲣ᠃倒᠃ᓳが予᧸できるᲢできたᲣ

ᲭᲣ危ᨖ察知までの時᧓は短されますかᲹ

ᲮᲣ介ᜱ時の心៲の担感は᠉減しますかᲹ

ᲯᲣ生活パターンの把握はできますかᲹ

ᲰᲣ導入は業務改善につながりますかᲹ

ᲱᲣᚧ室タイミングを図ることが出来ますかᲹ

ᲲᲣ従来のセンサーより不便ですかᲹ

③データの活用

ᲫᲣPC画᩿上のデータは活用できますかᲹ

ᲬᲣዒዓして使用したいと思いますかᲹ

その他、気付いたことなどをᐯ由にᚡ入してください。 

ご協力ありがとうございました。 

（からない） （かる）
いいえ あまり まあまあ はい

 

資料 ②
評価用紙 ２）



介ޤਕฯ݊ࢬઅଢཇ 

新センサー アンケート

新セ ᚡ入日 Ჴ   年 月 日 Ტ 導入後 ኺᢅ Უ 

特定の入所ᎍ様ではなく、新センサーを使用している方々の全体像をイメージし、アンケー

トにお答えください。また、デモ機を使用していた期᧓がある場合は、導入前をイメージし

て下さい。 

①新センサーについて

ᲫᲣ特徴・操作方法は分かりますかᲹ

ᲬᲣ本体の操作や使いやすさを感じますかᲹ

ᲭᲣPC画᩿上の使いやすさ感じますかᲹ

②新センサー導入の効果について

ᲫᲣᛚ作動・故ᨦはありますかᲹ

ᲬᲣ᠃倒᠃ᓳが予᧸できるᲢできたᲣ    

ᲭᲣ危ᨖ察知までの時᧓は短されますかᲹ

ᲮᲣ介ᜱ時の心៲の担感は᠉減しますかᲹ

ᲯᲣ生活パターンの把握はできますかᲹ

ᲰᲣ導入は業務改善につながりますかᲹ

ᲱᲣᚧ室タイミングを図ることが出来ますかᲹ

ᲲᲣ従来のセンサーより不便ですかᲹ

③データの活用

ᲫᲣPC画᩿上のデータは活用できますかᲹ

ᲬᲣዒዓして使用したいと思いますかᲹ

その他、気付いたことなどをᐯ由にᚡ入してください。 

ご協力ありがとうございました。 

（からない） （かる）
いいえ あまり まあまあ はい

 

າىでよい

֚ߴに〇を

۫ରదなઅఈはಝఈの৮員でଲ応します。

センサーがあると安ৼするか？

センサーがໃい๏がްིがྒྷいか？

資料 ②　　 
評価用紙 ２）



 



1 協ྙ事業ॶ ୢഇय़弘

2 協ྙ事業ॶ ᤷྒྷ್

3 協ྙ事業ॶ ൚

4 メーカー 三浦బ哉

5 メーカー 塩山९

6 サポート ൚ै

7 サポート ௗඎඔ幸

8 サポート ௗধ

9 オブザーバー 近౽ৡ

活　ಊ　಼　༲

時間 ૄい/ඬ

1
15:00
(5)

オープニング

2
15:05

（10）
ๅを共༙する

3
15:15

（20）
ๅཀྵ・共༙

4
15:35

（15）
ๅཀྵ・共༙

5
15:50

（10）
果を確する
クロージング

資ྋ

協ྙ事業ॶ：医ྏ๑ਕ९ਜ਼会　介護ਕฯ健施અ　ଢཇ

見गりライフ（トーテックアメニティ株式会ऀ）

参　加　ं
医ྏ๑ਕ९ਜ਼会　介護ਕฯ健施અ　ଢཇ　事ແௗ

トーテックアメニティ株式会ऀ

介護ロボット：見गり・コミュニケーション（施અ）

医ྏ๑ਕ९ਜ਼会　介護ਕฯ健施અ　ଢཇ　看護師　

医ྏ๑ਕ९ਜ਼会　介護ਕฯ健施અ　ଢཇ　看護क

ྫ2೧ౕ　介護ロボット活༽推進事業
介護ロボット効果検証　ワークショップ

ೖ時：ྫ3೧1月27ೖਭ༷ೖ　15:00～16:00
ॶ：Zoomミーティング

事業計画ॽ
アンケート結果

トーテックアメニティ株式会ऀ

なごやෳ祉༽具プラザ　作業ྏ๑士

なごやෳ祉༽具プラザ　作業ྏ๑士

なごやෳ祉༽具プラザ　リハビリテーション工学技師

なごやෳ祉༽具プラザ　ॶௗ

活ಊ಼༲/い

・挨拶・自己়介
・事業ट旨・ワークショップのదの確

・アンケート結果の確

・現課ୌと効果、使༽য়況の確
・使༽ं、ଲেंの確

・今後の課ୌ、ཤ活༽について意見交換

・まとめ、今後の༩ఈ確

〈狙い/成果〉
人ฯ健施設太ཇの見守りライフの・活༽状況を確・共༙する。
人ฯ健施設太ཇの課題に対する効果を確・意見交換を行い、న切かつ効果దなཤ活༽につなげる。

資料 ③
ワークショップ
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資料 ③
ワークショップ



ஂ૧ロボット「ৄஹりライフ」　デモোアথケート

９া９ेॉஂ૧টॵॺのॹঔ॑ৰしていますが、ॹঔৰとৰの૾யについて
ৣ੶॔থॣーॺにお௦えৣさい。（ॹঔৌਹ৷について）

⋇ॹঔৰのৄஹॉの૾யは、どうのेうな૾யでしたか？　（৬にお௦えください）

⋈ॹঔ॑ৰしたৎに、૾யはどう৲しましたか？　（৬にお௦えください）

⋉「ৄஹॉছॖই」॑ಲਢしてઞうৃ়、どのेうなઈ৷（৯ಉ）が୳さोますか？

資料 ③
ワークショップ



デ
モ
ࣰ
ࢬ

の
ݡ
ग
り
য়
ڱ
は
、
ど
の
よ
う
な
য়
ڱ
で

し
た
か
？

デ
モ
を
ࣰ
ࢬ
し
た
࣎
に
、
য়
ڱ
は
ど
う
ร
化
し
ま
し
た

か
？

「
ݡ
ग
り
ラ
イ
フ
を
」
ܩ
କ
し
て
࢘
う


、
ど
の
よ

う
な
運
༽
（

ద

）
が

ఈ
さ
れ
ま
す
か
？


間
ଵ
は
ຌ
ਕ
༹
が

ເ
さ
れ
る
ま
で
コ
ー
ル
が
ළ
回

で
し
た
。

ເ
さ
れ
て
か
ら
は
よ
か
っ
た
で
す

࢘
い
๏
は
わ
か
り
や
す
い
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
Pト

イ
レ
の
࢘
༽
の
๏
に
࢘
っ
て
い
ま
し
た
が
安
સ
に
࢘
༽
で

き
ま
し
た
。

ළ
回
に
ト
イ
レ
を
࢘
う
ཤ
༽
ं
༹
に
࢘
༽
す
る
と
ࢧ

う
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
࢘
༽
࣎
は
、
ର
温
、
ຼ
ധ


握
で

き
な
か
っ
た
。
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
あ
っ
た
ࡏ
は
、
と
に

も
か
く
に
も
ダ
ッ
シ
ュ
で

࣪
し
て
い
た
。

ର
ಊ
で
の
セ
ン
サ
ー
અ

અ
ఈ
を
行
う
こ
と
で
、

め

に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
、

ౙ

に

࣪
が
可

と
な
る
。

モ
ニ
タ
ー
越
し
に
য়
況
、
ਫ਼
ର
ൕ
応
が
見
ら
れ
て
と
て

も
ส
ཤ
で
す
。

一
ౕ
OF

Fに
な
っ
て
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
ഓ
ત
ൊ

け

、
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
༩

ࡨ
を
加
え
る
と
ࣆ
故


ࢯ
に
つ
な
が
る
と
ࢧ
い
ま
し
た
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
よ
り
故
্
や

具
合
な
ど
が
ঙ
な

く
、
経
済
ద
で
ௗ
期
ద
に
࢘
え
そ
う
だ
な
と
ࢧ
い
ま
し

た
。

各
ཤ
༽
ं
༹
に
合
わ
せ
た
見
ग
り
、
ର

管
ཀྵ
が
で
き

メ
リ
ッ
ト
が
ଡ
い
が
、
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
ಋ
࣎
刻
に
॑

な
っ
て
し
ま
う
と
緊
急

の
高
い
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
を
ल

え
な
い
と
言
う
ৼ
ഓ
が
あ
る
た
め
、
各
フ
ロ
ア
ご
と
に

よ
く

し
合
っ
た
う
え
で
࢘
う
こ
と
で
活
༽
で
き
る
と

ࢧ
い
ま
す
。
シ
ー
ツ
交
換
࣎

、
ベ
ッ
ド
を
移
ಊ
す
る

こ
と
も
あ
り
、
個
ਕ
で
再
અ

で
き
る
よ
う
各
フ
ロ
ア

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
と
い
い
と
ࢧ
い
ま
す
。

セ
ン
サ
ー
が
な
っ
た
ら
ଊ
居
࣪
に
向
か
っ
て
い
た
。

ೖ

だ
け
の
勤
ແ
な
の
で
コ
ー
ル
が
໒
っ
た
ら
居
࣪
へ

行
き
ଲ
応
し
て
い
た
（
ೖ

た
く
さ
ん
の
ス
タ
ッ
フ
が

い
る
য়
況
な
の
で
ࣙ

ࣙ
ਐ
の
ร
化
は
な
か
っ
た
）


間
だ
っ
た
ら
パ
ソ
コ
ン

で
༹
ࢢ
を
見
て
ಊ
け
る
と

ࢧ
う
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
の
位

を
か
え
た
り
ス
イ
ッ
チ
の

ON
-O
FF

れ
が
な
か
っ
た
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
や
ク
リ
ッ
プ
の
故
্
が
ঙ
な
く
な

り
、
コ
ス
ト

で
ྒྷ
い
か
と
ࢧ
う
。

৯
々
な
અ
ఈ
が
で
き
る
の
で
、
ཤ
༽
ं
に
よ
っ
て
工


が
で
き
る
。

࣪
温
や
呼
吸
ຼ
ധ

、
い
ろ
い
ろ
な

ๅ
（
ਯ
ເ
パ

タ
ー
ン
）
が
ಚ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ເ
ࡐ
の




活
༽
で
き
る
。

居
࣪
に
ଏ
を
運
ば
な
く
て
も
༹
ࢢ
が

か
る
。

ର
॑

ఈ

ワークショップ 資料 ③



デ
モ
ࣰ
ࢬ

の
ݡ
ग
り
য়
ڱ
は
、
ど
の
よ
う
な
য়
ڱ
で

し
た
か
？

デ
モ
を
ࣰ
ࢬ
し
た
࣎
に
、
য়
ڱ
は
ど
う
ร
化
し
ま
し
た

か
？

「
ݡ
ग
り
ラ
イ
フ
を
」
ܩ
କ
し
て
࢘
う


、
ど
の
よ

う
な
運
༽
（

ద

）
が

ఈ
さ
れ
ま
す
か
？

セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に

室
し
て
い
た
。

セ
ン
サ
ー
が
重
な
っ
た
時
は
、
༑

ౕ
の
ఁ
い
๏
に

ଶ
っ
て

き
ଲ
応
し
て
い
た
。

ෝ
୴
は
あ
っ
た
。

ਜ਼

な
と
こ
ろ
、
セ
ン
サ
ー
使
༽
者
が
ଡ
਼
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
ෝ
୴
ౕ
は
ร
わ
ら
な
か
っ
た
。
（
機
器

に
使
い
慣
れ
て
い
な
い
の
も
原
因
で
は
あ
る

が
・
・
・
）

セ
ン
サ
ー
ଲ
応
回
਼
だ
け
で
な
く
、
ご
ཤ
༽
者
༹
の
য়

ସ
(呼

吸
਼
）
を

握
で
き
る
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
を
使
༽
し
、
ൕ
応
が
あ
れ
ば

室
。


間
は
一
時
間
ຘ
の
巡
視
。
加
え
て
ೖ

、

間

わ

ず
、
ର


や
ಊ
作

に

安
が
あ
れ
ば

室
回
਼
を

ଁ
や
し
ଲ
応
。


座
位
に
な
っ
た
時
఼
で
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
あ
る
の

で
、
ベ
ッ
ド
ൕ
ଲ
ଈ
へ
行
っ
た
り
、
マ
ッ
ト
に
ର
重
が

か
か
る

に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
の
で

室
の
ス
ピ
ー
ド

が
上
が
り
ৼ
ഓ
も
減
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ຼ
ധ
や
呼
吸
も
見
れ
る
の
で
ର


で
の
安
ৼ
感
や


室
回
਼
の
ఁ
下
も
あ
る
。

記

が
残
る
の
で

間
য়
況
の
見

し
が
༲
易
。

ର


ྒྷ
者
の
ର

確

。

オ
ム
ツ
外
し
や
๎

の
あ
る
๏
へ
ಊ
き
出
し

で
ൕ
応

す
る
よ
う
に
し
て
ଲ
応
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
の
場
合
、

坐
位
に
な
り
床
に
ଏ
が


く
と
໒
る
た
め
、

室
し
た
時
に
は
す
で
に
床
に
座

り
込
ん
で
い
る
事
も
ଡ
か
っ
た
。

ಊ
き
始
め
た
時
఼
で
画

で
༹
子
が
わ
か
る
の
で
、
য়

況
の

握
が
で
き
た
。

ຼ
ധ
な
ど
細
か
い
ର

が
わ
か
る
の
で
ର


ྒྷ
の

๏
、
看
取
り
ଲ
応
の
๏
へ
の
使
༽
。

初
め
は
い
ろ
い
ろ
と
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
が
あ
り

し
か
っ

た
が
、


し
て
い
く
う
ち
に
見
守
り
が
ཚ
ち

い
て

き
た
。

居
室
か
ら

れ
て
か
ら
も
য়
況
が

か
る
為
、
再
ౕ
の

確

が
楽
に
な
っ
た
。

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
য়
況
が
わ
か
る
た
め
、
ཚ
ち

い
て

行
ಊ
が
で
き
る
。


ఈ
期
な
行
ಊ
す
る
ཤ
༽
者
も
し
く
は
初
め
て

所
さ

れ
る
ཤ
༽
者
に
運
༽
し
た
い
。
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デ
モ
ࣰ
ࢬ

の
ݡ
ग
り
য়
ڱ
は
、
ど
の
よ
う
な
য়
ڱ
で

し
た
か
？

デ
モ
を
ࣰ
ࢬ
し
た
࣎
に
、
য়
ڱ
は
ど
う
ร
化
し
ま
し
た

か
？

「
ݡ
ग
り
ラ
イ
フ
を
」
ܩ
କ
し
て
࢘
う


、
ど
の
よ

う
な
運
༽
（

ద

）
が

ఈ
さ
れ
ま
す
か
？

「

座
位
」
で
ଏ
が

ஏ
し
た
ら
セ
ン
サ
ー
コ
ー
ル
が

໒
る
と
言
う
য়
ସ
だ
っ
た
。
そ
の
際
、

࣪
し
た
࣎
に

は
す
で
に
࣏
の
ಊ
き
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
ひ

や
り
と
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ッ
ド

で
の

ಊ
き
が

握
し
き
れ
ず
、
具
ର
ద
な
見
ग
り
๏
が
ス

タ
ッ
フ
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
と
ࢧ
う
。

意
外
と

作
が
簡
ୱ
で
、
ಊ
き
の

握
が
し
や
す
く

な
っ
た
。
デ
ー
タ
が
残
る
の
で
よ
り
客
観
ద
に
য়
況
を


இ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
各
ࣙ
の
क

観
で

இ
す
る
こ
と
が
ଡ
か
っ
た
と
ࢧ
う
。

಼
ෲ
༂


の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
検
౾
で
き
る
。


࣪
回
਼
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

客
観
ద
な
デ
ー
タ

ੵ
を
行
い
、
家
ଔ
༹
へ
の
ઈ

も

し
や
す
く
な
る
。


ౙ

ཚ
の
リ
ス
ク
軽
減
が
期
ଶ
で
き
る
た
め
、
ৼ
ਐ

の
ෝ
୴
が
減
る
。

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
を
ཤ
༽
さ
れ
て
い
た
。

す
べ
て
の
ಊ
き
を
モ
ニ
タ
ー
で
み
ら
れ
る
の
は
す
ご
い

と
ࢧ
っ
た
。
ೖ
勤
ଵ
に

い
て
は
モ
ニ
タ
ー
を
観
る
ࣆ

よ
り
セ
ン
サ
ー
ൕ
応
で
PH

Sを
活
༽
す
る
こ
と
が
ଡ

い
。
（

勤
ଵ
の
こ
と
は
わ
か
ら
ず
ਅ
し
༃
な
い
で

す
）

ཤ
༽
ं
༹
の
ಊ
き
の
ಝ

に
よ
り
、
࢘
い

け
る
ࣆ
が

ච
གྷ
と
考
え
ま
す
。

セ
ン
サ
ー
が
໒
り
、
居
࣪
に
伺
う
ま
で
は
ཤ
༽
ं
༹
が

ど
の
よ
う
な
য়
況
で
あ
る
か
は

か
ら
な
い
য়
況
で
し

た
。

居
࣪
に

࣪
す
る

に
パ
ソ
コ
ン
の

ๅ
で
ࣆ

に
ਯ

ເ
を
さ
れ
て
い
る
か
、

জ
さ
れ
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ご
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わ
か
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よ
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に
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ご
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健
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য়
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か
る
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、
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介護ਕฯ健施અଢཇ 

アンケートᛦ௹のおᫍい

ଐ々のಅ務お၅れಮです。ྵ在、名古屋市とᡲ携して「介ᜱロボットᲢදᲫᲣ」の導入を

始しています。このアンケートは、みなさんのᚨにおける᠃倒᠃ᓳ᧸ഥሊについて、心៲

の担や事対ሊをዒዓႎにᛦべるものです。 

ഏのページからいくつかのឋ問がᚨ定されています。あまりขくᎋえず、またឋ問をばし

たりすることなくおሉえください。 

アンケートはᚡ名式とさせていただきます。みなさんの回ሉはᚨと名古屋市がとりまとめ、

ወᚘႎに処ྸします。「介ᜱロボット」導入前後の変化やインタビュー形式でのឋ問に対応

させていただきます。 

周りとႻᛩすることなく、ごᐯ៲のྙႺな意ᙸをおሉえください。ここで得られた情報によ

ってあなたのಅ務ᚸ価に影᪪することはありませんのでご安心ください。 

ᚡ入参ᎋ例も別ኡにて提ᅆしてあります。そちらを参ༀしながらおሉえください。それでは

多忙なಅ務の中ではありますが、᠃倒᠃ᓳ᧸ഥとᎰ員の担᠉ถのためのアンケートにご協

力おᫍいᐲします。 

දᲫᲣ介ᜱロボットとは、当ᚨでは「ૼセンサー」とᘙྵしているものです。「地域医ၲ介ᜱዮ合ᄩ保

」によって実される介ᜱロボットの導入ᝲဇをᙀ助する支援事ಅです。 

事᧸ഥ៲体拘ள廃ഥ委員会委員ᧈᲴᕵ中ᑣ二 

はじめに以下のឋ問におሉえください。 

พ   ・ ঃ ೧ྺ 20େ ・ 30େ ・ 40େ ・ 50େ以

経験೧਼ ೧（介護看護業ແに携わってからの೧਼。ଔの介護は含みません。）

勤ແ形ସ ೖ勤のみ ・ 勤あり          氏໌
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介護ਕฯ健施અଢཇ 

新センサー アンケート 導入日 Ჴ RᲬ年 ᲫᲪ月 ᲬᲪ日 

新セ ᚡ入日 Ჴ   年 月 日 Ტ 導入後 ኺᢅ Უ 

特定の入所ᎍ様ではなく、新センサーを使用している方々の全体像をイメージし、アンケー

トにお答えください。また、デモ機を使用していた期᧓がある場合は、導入前をイメージし

て下さい。 

①新センサーについて

ᲫᲣ特徴・操作方法は分かりますかᲹ

ᲬᲣ本体の操作や使いやすさを感じますかᲹ

ᲭᲣPC画᩿上の使いやすさ感じますかᲹ

②新センサー導入の効果について

ᲫᲣᛚ作動・故ᨦはありますかᲹ

ᲬᲣ᠃倒᠃ᓳが予᧸できるᲢできたᲣ

ᲭᲣ危ᨖ察知までの時᧓は短されますかᲹ

ᲮᲣ介ᜱ時の心៲の担感は᠉減しますかᲹ

ᲯᲣ生活パターンの把握はできますかᲹ

ᲰᲣ導入は業務改善につながりますかᲹ

ᲱᲣᚧ室タイミングを図ることが出来ますかᲹ

ᲲᲣ従来のセンサーより不便ですかᲹ

③データの活用

ᲫᲣPC画᩿上のデータは活用できますかᲹ

ᲬᲣዒዓして使用したいと思いますかᲹ

その他、気付いたことなどをᐯ由にᚡ入してください。 

ご協力ありがとうございました。 

（からない） （かる）
いいえ あまり まあまあ はい
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介護人保健施設太ཇ 

アンケートᛦ査 別紙料と記入例

新センサー導入の目的はᲹ 

᠃倒᠃落᧸止が必要と思われる方に、なにもせず、観察だけで大丈夫なのか、従来型のセン

サーで充分なのか、新センサーがあった方が᧸ぎやすいのかをᛦ査する事が目的です。

新センサー導入前とはᲹ 

普段使用しているセンサーマット、クリップセンサー等があります。これらの使用の有無は

問いません。新センサーが設置された段᨞、何も説明を受けていないということが前提です。 

デモ機を導入した時をイメージして下さい。新しいセンサーを導入した。と、聞いたᲢ見たᲣ

時点が導入前です。使用説明を読んだᲢ聞いたᲣ後、実ᨥにご自៲が使用したᲢ対応したᲣ

時点から導入後となります。 

新センサー導入後Ტ今後Უについて 

よりよい介ᜱ看ᜱケアができるためのツールとして何が必要なのかを考えて行きます。継続

的に活用性や改善点等をᛦ査していきます。 
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介ޤਕฯ݊ࢬઅଢཇ 

新センサー アンケート

新セ ᚡ入日 Ჴ   年 月 日 Ტ 導入後 ኺᢅ Უ 

特定の入所ᎍ様ではなく、新センサーを使用している方々の全体像をイメージし、アンケー

トにお答えください。また、デモ機を使用していた期᧓がある場合は、導入前をイメージし

て下さい。 

①新センサーについて

ᲫᲣ特徴・操作方法は分かりますかᲹ

ᲬᲣ本体の操作や使いやすさを感じますかᲹ

ᲭᲣPC画᩿上の使いやすさ感じますかᲹ

②新センサー導入の効果について

ᲫᲣᛚ作動・故ᨦはありますかᲹ

ᲬᲣ᠃倒᠃ᓳが予᧸できるᲢできたᲣ    

ᲭᲣ危ᨖ察知までの時᧓は短されますかᲹ

ᲮᲣ介ᜱ時の心៲の担感は᠉減しますかᲹ

ᲯᲣ生活パターンの把握はできますかᲹ

ᲰᲣ導入は業務改善につながりますかᲹ

ᲱᲣᚧ室タイミングを図ることが出来ますかᲹ

ᲲᲣ従来のセンサーより不便ですかᲹ

③データの活用

ᲫᲣPC画᩿上のデータは活用できますかᲹ

ᲬᲣዒዓして使用したいと思いますかᲹ

その他、気付いたことなどをᐯ由にᚡ入してください。 

ご協力ありがとうございました。 

（からない） （かる）
いいえ あまり まあまあ はい

 

າىでよい

֚ߴに〇を

۫ରదなઅఈはಝఈの৮員でଲ応します。

センサーがあると安ৼするか？

センサーがໃい๏がްིがྒྷいか？
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ᶅ新センサーについて
1回

2回

ᶆ新センサーの効果について
1回

2回
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1回

2回

1回

2回
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ᶇデータの活༽
1回

2回
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೧ྺ 経験೧਼

ঃ າ記 35 ೖ勤のみ
ཤ༽ं༹の༹ࢢや危険ࡱஎも握できよかった。࢘いこなすことができれ
ばรสཤ。

ঃ 50େ以 21 ೖ勤のみ
マットの࣎はONにするのをれたりとかあったが、センサーではৼഓが
なくてよい。

 30େ 13 勤あり まだࡠに慣れていないので、く࢘いこなせる༹になりたいです。
 30େ 8 勤あり

ঃ 40େ 3 勤あり

せンサーマットでは、ు源のれれ、具でのࣆ故がありましたが、
センサーޛはミスがないのでৼదෝ୴がঙなくঁかります。起き
がりのઅఈでキャッチしにくい為ಊきड़しにかえていくなど、ॵめはおࢾ
ししていくචགྷがあるとࢧいますが、ಊきड़しのઅఈのおかげでોく
࣪できることはཚࢯにつながりとてもঁかっています。ޛࠕもセン
サーを活༽してࣆ故のঙないࢬઅとしてཤ༽ं༹に߫献したいとࢧいま
す。

 30େ 4 勤あり

いますが、起きがりではないରಊでセンサーൕ応がࢧだとࣆ๏のない
あり、居࣪へかわざるशえない࣎があるのがঙ々ෝ୴ではあります。た
だຌの起きがりのセンサーൕ応とߡえたら、இષにセンサーの๏が
ྒྷいとࢧいます。

 50େ以 30 勤あり
༙ްదなಕ具ではあるが、すべてのൕ応にすぐにできるわけではないた
め、なかなかৼਐの『ৼ』の෨のෝ୴軽減はೋしい。

ঃ 50େ以 20 勤あり
ॊཔのセンサーだとオムツ外しなどがからなくタイミングをਦって࣪
していたが、パソコンでわかるので࣪にまにあいࣨ禁は軽減してཔた
とࢧいます。ࡠ๏๑はこわくてさわれない。

ঃ 50େ以 9 ೖ勤のみ
ॉに機をཀྵ解し活༽できればすばらしいだとࢧいます。ࣙࢴਐはྒྷ
くからないままॊཔとಋじように活༽させていています。

 50େ以 7 勤あり
ࡠの๏が༪なࣆをしてしまいそうで、घくやれない。PC画から
確してからのߨಊはཚちついてやれる。

ঃ 40େ 10 勤あり

ޛ臥জの位などによりパソコンでනࣖされるয়ସと違うことがあっ
た。間ເ࣎だとࠖることがあった。ਫ਼活パターンまで握できるよう
になり、いかせるとྒྷいとࢧいました。ཌྷೖなどはௗ࠴位でのઅఈだと
何ౕも࣪しなければばらないࣆがあった。フロアへ༢し見गる
もචགྷだと感じました。

ঃ 50େ以 11 勤あり

臥জ࣎の位（あまり下位）などで起きがりの絵になってしまうࣆがあ
る。ಆの位を߶くしてもギャッジUPして下ってしまった。位が下に
なってしまって起きがりの絵になってしまうことがあった。（࠹ॵの
（ࠔ

 40େ 17 勤あり
間ଵにモニターを確でき、ਯເয়況など見れることができたのでྒྷ
かったとࢧいました。

ঃ 40େ 10 勤あり
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ঃ 50େ以 6 ೖ勤のみ
施અ৮員が時େの機器に௧いついてないと感じるඍが৯々あるので
༑ॳ位を考えてきたいと感じる。

 30େ 1 勤あり 0

 30େ 7 勤あり
2໌のཤ༽者༹に使༽されていたが、その行ಊಝから自がセンサーの
データを༙効に活༽できていなかった。勤業ແはモニターを確する
ヒマがない事もあった。

ঃ 40େ 14 勤あり

一ౕセンサーがൕ応せず、かわりに旧センサーをઅしてଲ応したこと
があった。勤ずっとPC画を見れるわけではないので、使い๏は旧セ
ンサーとรわらない。（PHSがなったらଲ応する感じ。今までとรわらな
い）

ঃ 30େ 16 勤あり ಝにありません。

ঃ 40େ 20 ೖ勤のみ
現在はೖ勤のみの勤ແのため、ೖ勤はজଇす事がଡいのであまりPC見
たりはしていなかった。

 40େ 17 勤あり

PC画にབるのも（བりすぎるの）よくないが、PCでຌਕ༹の臥জয়ସ
が確できるのはありがたい機と思われるし、ༀにཱིつ。まだ作・
に慣れてなく、ௗ座位になるだけで(起きがりになる)໒ったりでコール
のළౕも高いが、慣れたら安સ・機考えたら従པのよりྒྷいと思わ
れる。

ঃ 20େ 0.5 勤あり
今回を機にଡ༹な機械をし、活༽出པたら介護や業ແのෝ୴が軽減で
きると思います。

ঃ 40େ 8 勤あり 0
 40େ 19 勤あり 0

 40େ 12 勤あり
しい作๏๑をஎらないのでセンサーアラームが໒りକけて困った。
ເしている時間ଵが握できた。

 30େ 8 勤あり ベッドの৺ศりだけの機はළ回になるのでৼਐにෝ୴あると思います。

 30େ 8 勤あり
ཤ༽者༹に合わせてセンサーൕ応の仕๏をร更することができ、とても使
いやすいです。PCで事にཤ༽者༹のಊきを察எすることができ、༪༡を
もって介ঁにることができます。

ঃ 30େ 16 勤あり 今までのセンサーと違い、ు源のれれがないので安ৼできる。
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介護ロボット導入効果検証協力事業所募集要項 

名古屋市健康福祉局高齢福祉部介護保険課 

１ はじめに 

本市では、介護従業者の負担軽減や定着、介護の質の向上を目的として、介護ロボットの

活用を推進するため、令和元年１０月より「介護ロボット等活用推進事業」（委託事業）を実

施しております。 

  この事業の一環として、介護保険事業所における介護ロボットの導入効果を検証し、その

結果を今後の介護ロボットの普及や活用推進に活かしていくための介護ロボット導入効果検

証を行います。 

  そのため、当該効果検証にご協力いただく介護保険事業所を募集します。 

  なお、介護ロボット等活用推進事業は「なごや福祉用具プラザ」のもとで行います。 

「なごや福祉用具プラザ」について 

平成９年事業開始。介護ロボットを含む約１０００点の福祉用具の展示、福祉用具や住

宅改修に関する無料相談、実習・研修を通じた介護知識・技術の普及を行っています。 

また、平成２５年から２９年に国の介護ロボット普及モデル事業を受託しています。 

２ 募集対象事業所 

（１）募集数 

（２）対象事業所 

名古屋市内で運営する以下の事業所で、介護ロボットの導入を検討しており、効果検

証に協力できる事業所。 

※令和２年４月１日時点で開設後３年以上経過していること。 

３ 応募資格

（１）名古屋市内にある「２ 募集対象事業所」を運営している法人 

（２）介護保険法に規定する欠格事由等に該当しないこと 

・介護保険法に規定する欠格事由に該当する場合は応募できません。 

・応募者が、名古屋市暴力団排除条例（平成 24 年名古屋市条例第 19 号）第 2 条第 2 号に

規定する暴力団員等（暴力団員と密接な関係を有する者を含む）、名古屋市が行う事務及

び事業からの排除対象者であることが判明した場合は、応募を無効とします。また、暴

力団員等であるかどうかを愛知県警察本部長に対し照会することがあります。 

 ２事業所 

 特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護医療院、介護療養型医療施設、 

 特定施設入居者生活介護事業所、認知症高齢者グループホーム 

令和２年度
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（３）介護保険法及び老人福祉法の規定を遵守していること 

介護保険法を始め関係する省令等に定められた基準を満たしていることが必要です。 

また、下記に該当する法人（その法人と代表取締役を同一人物とする法人も含む）は応募

できません。 

・応募書類提出時において、介護保険法及び老人福祉法その他法令に明確に違反している

と認められる法人 

・その他、市長が不適切と認める法人 

（４）適正な事業計画の策定 

・介護ロボットの導入効果検証を行う事業所において当該効果検証に協力可能な体制が整

っていることを確認の上ご応募ください。 

   ・効果検証の実施にあたり、利用者のプライバシー保護や事故防止の対策をお願いします。 

４ 効果検証の内容 

（１）介護ロボットの種類

効果検証に使用する介護ロボットは、以下の種別のものとします。要件を満たす介護ロボ

ットを協力事業所において用意していただきます。 

   どのような介護ロボットを使用するのかは、協力事業所として採択された後、なごや福祉

用具プラザと調整の上、事業所の課題整理を踏まえて決定していただきます。

 移乗支援、移動支援、排泄支援、見守り支援 

以下のアからウの全てを満たすロボットを対象とします。 

     ア 目的要件 

       日常生活支援における、移乗支援、移動支援、排泄支援、見守り支援の場面にお

いて使用され、介護従事者の負担軽減効果のあるものであること。 

     イ 技術的要件 

次の（ア）又は（イ）のいずれかを満たすロボットであること 

（ア） センサー等により外界や自己の状況を認識し、これによって得られた情報

を解析し、その結果に応じた動作を行うロボットであること 

      （イ） 経済産業省が行う「ロボット介護機器開発・導入促進事業」又は「ロボッ

ト介護機器開発・標準化事業」において採択された介護ロボットであること 

     ウ 市場的要件 

販売価格が公表されており、一般に購入又はリースできる状態にあること。

（２）介護ロボットの購入費用の補助について 

協力事業所として採択された後に、効果検証に使用する介護ロボットについて、新たに購

入する場合は、購入費用に対する補助があります。（他の補助金との重複は不可）

   ア 補助対象者 ：協力事業所を運営する法人 

   イ 補助額   ：購入費用の４分の３に相当する額 

（ただし、補助上限額は、1事業所あたり 1,000 千円） 

   ウ 補助対象経費：効果検証に使用する介護ロボットの購入費用 

当該補助金を活用し複数台の購入も可能ですが、効果検証に使用する

台数のみとします。 

   エ その他 

 ・効果検証に使用する介護ロボットの機種については、なごや福祉用具プラザと調整
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の上決定してください。 

      ・効果検証に使用する介護ロボットは購入を原則としますが、やむを得ずリースによ

り新たに導入を行う場合は、３年以上のリース契約を締結するものとし、この場合

補助金の対象となる経費は、初年度（申請した年度の年度末まで）に発生したリー

ス料のみとします。 

     ・補助金の交付にあたっては、効果検証への協力が条件です。 

     ・補助金の交付にあたっては、協力事業所に選定された後、別途手続きが必要です。 

     ・効果検証を途中で中止した場合やリースの３年契約を途中で解約した場合には交付

した補助金を返還していただく場合があります。 

（３）効果検証の実施期間 

令和２年６月 1日から令和３年３月３１日まで 

※セミナーやフォーラムにおける効果検証の発表等の普及啓発については、令和３年度以

降にご協力いただくことになります。

（４）効果検証の実施 

効果検証の実施にあたっては、事業所の課題分析や機種の選定、導入後の効果検証業務に

ついて、なごや福祉用具プラザの専門職（リハビリテーション工学技師、ソーシャルワーカ

ー、作業療法士、看護師等）が一体となって協力事業所をサポートします。 

＜効果検証の流れ イメージ＞ 

（５）協力事業所における協力内容 

事業所にご協力いただく内容は以下のとおりです。あらかじめご了承の上ご応募ください。 

    なお、効果検証の実施にあたっては、なごや福祉用具プラザと相談・調整しながら実施を

お願いします。（会議出席に関する謝礼等の協力金あり） 

      ア 事業所に適した介護ロボットの導入 

     なごや福祉用具プラザと調整の上、事業所における課題を踏まえて業務改善の目標を

設定し、介護ロボットを選定・導入する。 

イ 職員への負担を分析するために必要なヒアリング・アンケート等への協力 

     （介護ロボット使用前、使用後等随時実施） 

協力事業所として採択

①課題整理

②補助金申請

③介護ロボットの導入

④効果検証開始

　　　アンケート実施

　　　導入前後の記録

　　　会議への出席

　　　会議資料作成　等

効果検証の方法や進捗状況の確認・調整を行います。

⑤結果のまとめ・資料作成 協力事業所のデータ等をもとに報告書を作成

⑥普及啓発への協力（効果の横展開）

なごや福祉用具プラザのサポート

応募書類の内容を踏まえ、事業所における課題と対応策につい

て一緒に検討します。

また、課題解決に有効な機器の選定についてアドバイスを行い

ます。
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   ウ 介護ロボットを使用する前後の介護サービスの提供の記録 

エ 介護ロボットを使用しての介護サービスの提供に伴う安全管理、利用者対応その他の

事務（当該検証の対象となる利用者及びその家族の同意を書面で取得） 

   オ 利用者の自立度分析への協力 

   カ 効果検証のための会議への出席、資料作成（会議３回程度、報告書等の作成） 

   キ 他事業所・外部からの取材や見学等への対応 

   ク 本市及びなごや福祉用具プラザが実施するセミナーやフォーラム等での効果検証の発      

     表（１～２回程度） 

   ケ その他、効果検証により得られた成果の普及・啓発に係る事業への協力 

５ 応募方法 

応募される場合は、市へ事前相談のうえ、別にお示しする応募書類を提出してください。 

〇事前相談 

 応募書類の作成にあたって、事前に担当課へ相談してください。 

応募にあたっての留意事項や補助金の手続き、効果検証を実施する場合の留意事項等を確

認したうえで、ご応募をお願いします。 

〇応募書類の提出期限 

令和２年４月３０日（木）１７時まで ※郵送の場合は４月３０日必着 

 【事前相談及び書類提出先】 

名古屋市役所 健康福祉局高齢福祉部介護保険課施設指定係（ｐ５問い合わせ先と同じ）

（事前相談又は書類の持参等で来庁される場合は、来庁日時の予約をお願いします。） 

※書類は、提出期限までに不足、内容誤り等がないように担当課職員と十分打合せをし、

最終確定した書類を提出してください。

※応募書類は、提出期限を過ぎた場合においては、いかなる理由であっても受理いたしま

せん。 

６ 今後の日程について（予定） 

区  分 事     項 

令和２年３月３０日 ○募集開始 

     ４月３０日
○「応募書類」の提出期限（法人→市） 

※提出までに市へ事前相談を行う 

  ５月 

○書類審査・ヒアリング 

○評価委員より意見聴取 

○協力事業所の選定 

  ６月 ○選定結果の通知（市→法人） 

   ６月～ ○効果検証開始 

※上記日程については、事情により変更になることがあります。 
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７ 選定方法と結果について 

（１）審査 

提出いただいた応募書類を審査させていただくほか、必要に応じてヒアリングを行います。 

（２）選定 

選定基準の概要についてはｐ６「介護ロボット導入効果検証協力事業所選定基準」のとお

りです。また、最終的な選定は評価委員への意見聴取の上、行います。 

（３）選定結果の通知 

選定結果につきましては、採択あるいは不採択にかかわらず「令和２年６月初旬」をめど

に各法人あて通知する予定です。 

８ 留意事項 

○ 提出いただいた書類に虚偽等がある場合には、応募自体を無効とさせていただきます。 

また選定後において虚偽等が判明した場合にも採択を無効とさせていただきます。 

○ 応募書類提出以降の応募書類の内容の変更は認めません。 

○ 本市が必要と判断した場合は、本市からの書類の追加及び補正を求めることがあります。 

○ 応募に関して必要な費用は応募者の負担とします。 

○ 提出書類については理由の如何に関わらず、返却いたしません。 

○ 提出書類については、名古屋市情報公開条例（平成 12 年 4 月 1 日条例第 65 号）に基づく

開示の対象となることもありますのでご留意願います。 

○ 応募いただいた後、あるいは、採択後にやむを得ない事由等で辞退する場合には、辞退理

由を明記の上、申請者の署名及び捺印のある辞退届（任意様式）を提出してください。 

○ 事前相談及び応募書類提出は、運営法人の方の同席をお願いします。代行申請は不可とし

ます。

 ○ 今回の募集に関しましては、当課の指導に従い手続き等を行っていただきます。また、応

募いただいた計画が採択された場合についても同様です。 

 ○ 採択された場合は、提出いただいた応募書類の写しをなごや福祉用具プラザへ提供します。 

９ 問い合わせ先 

ご不明な点等は、ｐ７質問送付票により令和２年４月１３日までに FAX でお問い合わせく

ださい。後日回答いたします。 

応募書類の提出は、次までお願いします。ご来庁時には、必ず事前に下記問い合わせ先ま

で予約をお願いします。 

（問い合わせ・書類提出先） 

〒460-8508 名古屋市中区三の丸三丁目１番１号 

名古屋市健康福祉局高齢福祉部介護保険課施設指定係（市役所本庁舎 2 階） 

電  話：０５２（９７２）２５３９ ＦＡＸ：０５２（９７２）４１４７
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介護ロボット導入効果検証協力事業所選定基準 

評価項目 具体的な視点 配点

① 応募の目的 ・効果検証の目的や意義への理解及び当該事業への取

組意欲 

２０ 

② 効果検証事業の実施体制 ・効果検証に協力するための人員体制 １０ 

③ 効果検証の適性 ・介護従業者の負担軽減や定着支援に関する取組状況

・介護従業者の負担軽減や定着支援、介護の質の向上

について、現状の課題及び介護ロボットに期待する

効果 

２０ 

合計 ５０ 

※本事業に取り組むべき体制が整っていないと判断される場合には、評価点数に関わらず 

採択はできません。 

※合計点が２０点未満の場合は採択されません。 

※同点の場合は、「③効果検証の適性」の点数の高い方を優先します。 
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名古屋市健康福祉局高齢福祉部 

介護保険課施設指定係担当者 宛 

ＦＡＸ：０５２－９７２－４１４７

ＴＥＬ：０５２－９７２－２５３９ 

質問送付票 
（介護ロボット導入効果検証協力事業所公募）

送信日 令和２年   月   日 （   ） 

送信元 

法人名： 

所在地： 

ＴＥＬ： 

ＦＡＸ： 

担当者： 

件名  

質問  

令和２年４月１３日（月）まで質問を受け付けます。




